
◎特 長

流動性・充填性が高く施工性に優れたグラウトです。

施工性

ジェットセッターWの添加量により現場で容易に可使時間を調整可能です。

強度発現性

打設後3時間で24N/mm2以上の強度が得られ、長期にわたり安定した強度増進を示します。

◎包装形態

●小野田超速硬グラウト
PFG-01 20kg/袋

●ジェットセッターW 4㎏/缶
（専用凝結遅延剤）※別売

◎用途

●プレキャストの版目地材
●不陸調整剤材

◎性能 数値は試験室データ例です。

温度
1袋当たりの
練り水量

J14ﾛｰﾄ

(℃) （㍑） (秒) 2時間 3時間 1日 7日

20 3.8 6.9 23 29 37 48

圧縮強度（N/mm
2
）



◎配 合

◎使用方法

小野田超速硬グラウト PFG-01 １袋当たり
3.6～4.0㍑の標準水量の範囲でご使用ください

使用時の注意

●標準練り水を越える水量で練り混ぜた場合、材料分離や強度不良の
原因となります。

●ジェットセッターW（専用遅延剤）は、練り水に所定量を加えてご
使用ください。

●練り混ぜ時間は、ミキサの性能により異なります。ご注意ください。
●養生は、打設後２時間以上行ってください。また低温下では、打設

後、保温養生してください。
●アルミの撹拌羽根は使用しないでください。

小野田超速硬グラウト

※1 目標とするコンステンシーを得るために、事前に標準練り水量の範囲で水量を確認してください。
※2 ジェットセッターW（専用遅延剤）は、添加例を参考に環境温度に応じた量を練り水に加えてください。
※3 1m3当たりの使用量は、約91袋となります。

小野田超速硬グラウト PFG-01 取扱い上の注意

目標コンシステンシー

J14ﾛｰﾄ流下値
小野田超速硬グラウト

PFG-01
標準

練り水量※1
練り上り量

(秒) (kg) (㍑） （㍑）

8±2 1袋当たり 20 3.6～4.0 適宜※2 約11※3

種類
ｼﾞｪｯﾄｾｯﾀｰW
（専用遅延剤）

環境温度 10℃ ～ 20℃ ～ 30℃

使用量（ /袋） 約20ml ～ 約45ml ～ 約70ml

●ジェットセッターWの添加例（ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ10min）
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